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熱帯鳥のいる風景
三橋園民

各
地
区
で
中
心
に
な
っ
て
活
躍
さ
れ
て

い
る
大
勢
の
役
員
さ
ん
に
お
集
ま
り
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
日

頃
各
地
区
で
の
ご
協
力
に
対
し
厚
く
御
礼

申
し
あ
げ
ま
す
。

最
近
は
、
大
変
革
の
と
き
で
激
動
の
世

@ 

工ルニーニョがどうであろうと、

かつて私たち人聞が侵略し破壊しつ

くしていった“戦跡"南漢は、いま

見事に蘇っていた。

視界のすべては、

卜ブルー。

慰霊に訪れるまでの50年間、私の

眼底に消えることもな く沈積してい

た灰色のトーン……。そんな全てが

消し去られ、ニューギニアの海域だ

けがもっ深くそして透きとおった“原

始の色"か‘目の前にひろがっていた。

o [註=本画は、筆者奉納(今冬完成

予定)の原町田、浄土宗勝楽寺、本堂

内陣障扉画 (20面)からの抜粋です]

きらめくコパル

「
役
員
資
質
の
向
上
」

「
事
務
局
の
充
実」

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
役
員
皆
様
の
ご
理
解
、

ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

の
中
で
す
。
法
人
会
と
し
て
ど
う
す
る
か
、

難
し
い
問
題
で
す
。

今
年
で

2
年
目
の
地
区
会
事
例
発
表
を

参
考
に
し
て
、
各
地
区
会
の
活
動
に
反
映
し
、

地
区
の
平
準
化
を
は
か
つ
て
い
た
だ
き
た
い
。

法
人
会
の
課
題
は
、

「組
織
の
充
実
」



第8回合同役員セミナ一報告

第8回合同役員セミナーを9月3日に箱根湯本ホテルで130名の参加を得て開催しました。

岩波会長と町田税務署の土屋統括宮の挨拶の後、4地区会の事例発表が行われました。

2年目の事例発表という事で、各地区とも工夫を凝らし、

いろいろな視点より地区会活動状況を熱心に品IJ限時間いっぱいを使って発表されました。

土
屋
統
括
官
挨
拶

日
頃
の
税
務
行
政
の
ご
協
力
に
対
し
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
多
数
の
役
員
さ
ん
が

参
加
さ
れ
て
の
地
区
会
事
例
発
表
を
楽
し

み
に
し
て
お
り
ま
す
。

当
セ
ミ
ナ
ー
で
役
員
相
互
の
交
流
を
は

か
り
、

会
員
増
強
の

一
助
に
し
て
下
さ
い
。

法
人
会
に
は

情
報
の
宝
が
い
っ
ぱ
い

(
発
表
者

三
橋
信
介
・
細
野
敏
雄
・
江
成
勝
敏
)

ー
・
地
区
会
の
概
要

会
員
数

m社
(
5
位
)
、
組
織
率
九

%

(
7
位
)
と
町
田
法
人
会
の
中
で
上
位
を

確
保
し
て
い
る
。
中
心
街
の
た
め
夜
の
職

場
が
多
く
昼
間
な
か
な
か
経
営
者
に
お
会

い
出
来
な
い
。
地
区
会
活
動
は
、
年
ロ

回

で
9
月
以
降
の
活
動
が
多
い
。
地
区
会
長

は
じ
め
地
区
役
員
は
法
人
会
だ
け
で
な
く

地
元
で
も
活
躍
し
て
い
ま
す
。

2
・
パ
ソ
コ
ン
研
修
会

「初
心
者
の
た
め
の
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト」

な
ど
を
テ

l
マ
に
合
同
研
修
会
を
2
回
実

施
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
や

E
メ

l
ル

を
勉
強
。
参
加
者
は
中
年
以
上
の
経
営
者

が
多
く
ワ
ー
プ
ロ
で
キ
ー
ボ
ー
ド
を
や

っ

と
打
て
る
人
や
、
す
で
に
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ

ト
を
や

っ
て
い
る
人
な
ど
、
レ
ベ
ル
の
バ

ラ
ツ
キ
が
あ
り
、
企
画
を
す
る
時
、
研
修

対
象
を
ど
乙
に
す
る
か
。
ま
た
教
室
の
パ

ソ
コ
ン
が
少
な
く
小
人
数
で
の
研
修
に
な

っ
て
し
ま
う
な
ど
問
題
が
あ
り
ま
す
。

.会員増強秘話の披露もあった原町田第一地区の役員さん

。



宝宝 る「と 3 
のの」 法す「
集集と人 ぐ入 ム
めめ説会開 会 至
方方明 にかに 思

u はれ際 唱
コま 情まし 強
ツず 報すて
法 のがの
各イト 宝、メ

種主 が当リ
イ iァ い地 ツ
ベうた っ区 ト

( ン主 ぱ会は
ネ ト 2 いで?
ツ に匂 あは」

・「親睦を深め楽しい法人会を目指す…Jと地区会運営に積極的な鈴団地区会長の挨拶

参
加
す
る

宝
の
活
用
方
法
・

・仲
間
が
で
き
る

ト
ワ

l
ク
を
つ
く
る
)

同セ Z…ョ
町田法人窓

俊寛含
(社)

楽
し
い
地
区
会
を

つ
く
る

(発
表
者

鈴
田
秀
雄
・
西
山
重
基
・
増
田
秀
明
)

ー
・
地
区
会
の
現
況

会
員
数
抗
社

(
2
位
)

、
組
織
率
市

・
6
%

(
3
位
)
で
す
。
小
田
急
線
の
北

口
地
区
で
、
新
設
法
人
が
少
な
く
退
会
し

た
法
人
が
か
な
り
あ
る
。
や
め
た
会
員
が

ど
う
し
た
ら
再
入
会
し
て
い
た
だ
け
る
か

検
討
し
て
い
る
。
や
め
た
理
由
に
「
メ
リ

ッ
ト
が
な
い
」
が
多
い
の
で
、
役
員
会
を

何
回
も
聞
き
会
員
相
互
の
懇
親
を
深
め
る

こ
と
を
第

1
に
、
事
業
を
多
く
し
た
。
パ

ス
研
修
で
花
火
見
物
を
実
施
、
大
勢
の
参

加
が
あ
り
反
応
も
よ
か

っ
た
。
参
加
さ
れ

た
方
に
は
、

他
の
研
修
会
の
時
に
も
戸
を

か
け
て
い
る
の
で
、
各
種
事
業
の
参
加
者

も
増
え
て
き
て
い
る
。
役
員
に
も
参
加
意

識
が
高
ま
り
、

役
員
会
の
出
席
率
は
町

%

で
す
。
し
か
し
役
員
は
経
験
の
少
な
い
人

が
多
く
会
員
増
強
で
は
、
最
近
の
景
気
低

迷
も
あ
り
非
常
に
厳
し
く
大
変
苦
労
し
て

。

い
ま
す
。

楽
し
い
地
区
会
を

指
し
、
町
団
法
人

会
の

N
o
-
-地
区
会
に
し
た
い
。

集
金
が
大
変

発
表
者

市
川
操
・
山
波
{
寸
男
・
岡
本
栄
次
)

1
・
地
区
会
活
動

鶴
川
の
3
地
区
会
で
、
研
修
会
や
役
員

会
を
お
こ
な
い
、
大
勢
の
人
の
力
を
合
わ

せ
て
会
活
動
の
活
性
化
を
は
か

つ
て
い
る
。

役
員
研
修
等
も
役
員
相
互
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
第

一
に
考
慮
し
て
い
る
。

景
気
の
低
迷
し
て
い
る
昨
今
、
研
修
も

地
域
に
関
連
あ
る
乙
と
を
お
乙
な

っ
て
い
る
。

地
区
活
動
費
の
有
効
利
用
を
は
か

つ
て

いす
Q

。

2
・
会
費
集
金

U
名
の
役
員
で
、

印
件
の
集
金
を
し
て

電
話
を
か
け
て
か
ら
訪
問
し
て
も

な
か
な
か
集
金
出
来
な
い
。

い叩
h
v

。

ま
た
訪
ね
て



-熱心さが感じられた鶴川第一地区会の役員さん

い
っ
て
も
、
名
前
も
看
板
も

な
い
こ
と
が
あ
る
。

(
井
上
副
会
長
よ
り
「
集
金

は
非
常
に
大
変
な
の
で
現
金

を
集
金
し
な
い
で
、
口
座
振

替
用
紙
を
書
い
て
い
た
だ
き、

そ
れ
を
回
収
し
た
ほ
う
が
よ

い
」
と
い
う
助
言
が
あ
っ
た
)

先
人
に
学
ぶ
地
区
会
の
心

発
表
者

田
中
栄
・
青
木
幸
雄
・
中
島
祐
治
)

当
地
区
は
緑
が
豊
か
な
地
区
で
す
。
町

田
市
は
東
西
に
細
長
く
、
本
部
の
事
業
に

参
加
す
る
と
き
は
、
相
原
か
ら

1
時
間
く

ら
い
か
か
り
い
つ
も
大
変
で
す
。

九
・

6
%
(
5
位
)
で
、

組
織
率
は
、

役
員
は
細
か
い
活
動
が
出
来
る
よ
う
に
会

員
叩
社
に

1
人
選
出
し
て
い
ま
す
。
法
人

が
駅
周
辺
に
か
た
ま
っ
て
い
る
の
で
、
役
員

も
そ
の
地
域
に
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。

当
地
区
会
で
も
法
人
会
の
地
名
度
が
低

い
の
で
、

「先
人
に
学
ぶ
地
区
会
の
心
」

を
テ
l
マ
に
活
動
を
進
め
、
相
原
の
基
礎

を
築
い
た
、
諏
訪
加
賀
氏
。
青
木
正
太
郎

氏
等
に
つ
い
て
学
び
、
歴
史
を
通
し
て
懇

親
を
深
め
、
そ
の
後
法
人
会
に
も
関
心
を

も
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

市
と
地
域
の
会
合
や
行
事
に
、
法
人
会
と

し
て
積
極
的
に
参
加
し
、
活
動
し
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
広
場
に
ベ
ン
チ
を
贈
り
利
用
者

に
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
先
日
、
子
ど
も
た

ち
よ
り
お
礼
の
手
紙
を
頂
き
ま
し
た
。

パ
ス
研
修
で
も
、
相
原
の
歴
史
と
関
係

の
深
い
場
所
を
訪
ね
、
会
員
に
大
変
喜
ば

れ
ま
し
た
。

.社会貢献活動にも積極的な

相原地区会の発表風景

上・活動状況を力説される

田中地区会長

左・「今年も1社でも多く会員

増強を…Jと挨拶される
金子組織委員長



着任あいさつ
町田税務署長 小津英一

残
暑
の
候
、

社
団
法
人
町
団
法
人
会
の

会
員
の
皆
様
方
に
は
、

ま
す
ま
す
ご
清
栄

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

社
団
法
人
町
田
法
人
会
の
会
員
の
皆
様

方
に
は
、
平
素
か
ら
税
務
行
政
の
円
滑
な

運
営
に
深
い
ご
理
解
と
多
大
な
ご
協
力
を

賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
、
こ
の
た
び
の
人
事
異
動
に
よ
り

木
谷
前
署
長
の
後
任
と
し
て
東
京
国
税
不

服
審
判
所
か
ら
参
り
ま
し
た
小
津
で
ご
ざ

い
ま
す
。
前
署
長
同
様
の
温
か
い
ご
支
援

を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

社
団
法
人
町
田
法
人
会
は
、
岩
波
会
長

を
中
心
に
活
発
な
会
活
動

を
展
開
し
て
お
ら
れ
、
会

員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

で
も
、
お
忙
し
い
事
業
の

傍
ら
、
研
修
会
や
講
習
会

を
通
じ
て
税
に
関
す
る
正

し
い
理
解
と
認
識
を
深
め

ら
れ
る
と
と
も
に
、
地
域

社
会
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

「
正

し
い
税
知
識
の
普

及
」
と

「納
税
道
義
の
高

揚
」
に
献
身
的
に
ご
尽
力

い
た
だ
き
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
税
務
行
政
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

国
際
化
、
高
度
情
報
化
の
進
展
等
、
大
き

く
変
化
し
続
け
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
よ

う
な
状
況
の
な
か
、
国
民
の
皆
様
方
の
期

待
に
的
確
に
応
え
た
税
務
行
政
の
推
進
が

要
請
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

私
ど
も
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
適
正
公

平
な
課
税
の
実
現
を
図
り
、
国
民
の
皆
様

方
の
信
頼
を
確
保
す
る
た
め
、
鋭
意
努
力

し
て
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
円
滑
な
税
務
行
政
の

推
進
は
、
私
ど
も
の
努
力
の
み
で
達
成
す

る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、

法
人
会
を
は
じ

副署長(法人担当)

加賀勉
前総務担当官制引審

一

所

4
F白

v、
綱
引

長
↓
止
ノ
容

署

津

川、、
苔包

イ
J

国

J

吉小東

法人課税第1部門統括官

土屋敏雄
前新宿税務署

特別国税調査官(法人担当)

中津 誠
前麻布税務署

め
関
係
民
間
団
体
の
皆
様
方
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
仰
が
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
町
田
税
務
署
は、

来
年
の

7
月

で
開
庁
却
周
年
を
迎
え
ま
す
が
、
今
ま
で

築
き
上
げ
て
き
ま
し
た
伝
統
を
引
き
継
ぎ
、

更
に
税
務
行
政
の
円
滑
な
運
営
を
図
っ
て

参
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
社
団
法
人

町
田
法
人
会
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
で
も
、

今
後
と
も
、
な
お

一
層
の
ご
支
援
と
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
社
団
法
人
町

団
法
人
会
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
と
会
員

の
皆
様
方
の
ご
健
勝
を
心
か
ら
祈
念
い
た

し
ま
し
て
、
私
の
着
任
の
あ
い
さ
つ
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

法人課税第3部門統括官

古舘哲男
留任

{巨
平
白山町
義

署

閣
制
閃
鰍

鉱

+
1
晴

見
岳
F
1
f門

罰

中

高

人法

第1部門上席指導官

佐藤郁夫
留任

法人課税第4部門統括官

工藤裕幸
留任



平成刊年度税制改正要望

い
ま
日
本
は
、
歴
史
的
な
変
革
の
と
き

を
迎
え
て
い
る
。
そ
の
大
い
な
る
転
換
期

の
な
か
で
景
気
は
深
刻
な
不
況
に
陥
り
、

収
益
が
悪
化
し
た
企
業
は
再
生
の
た
め
の

厳
し
い
試
練
と
苦
闘
し
て
い
る
。
と
り
わ

け
構
造
変
化
の
荒
海
に
投
げ
込
ま
れ
た
全

国
の
中
小
企
業
の
経
営
は
、
非
常
に
、
厳
し
い
。

他
方
、
幻
世
紀
の
到
来
を
前
に
し
、
わ

が
国
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
行
政
改
革
、
財

政
改
革
、
経
済
構
造
改
革
等
の
諸
改
革
は
、

緒
に
つ
い
た
ば
か
り
で
あ
る
。
税
制
の
グ

ロ
ー
バ
ル
化
、
す
な
わ
ち
法
人
所
得
の
税

負
担
を
国
際
水
準
に
引
き
下
げ
、
個
人
所

得
に
課
さ
れ
て
い
る
最
高
税
率
を
下
げ
る

等
の
改
革
は
、
当
法
人
会
の
要
望
に
沿
っ

て
最
近
、
具
体
化
に
向
け
動
き
出
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
直
間
比
率
の
是
正
な
ど

税
構
造
の
改
革
は
不
十
分
で
あ
る
。
ま
た
、

こ
の
不
況
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
経
済

再
興
の
道
筋
は
つ
い
て
い
な
い
。

乙
の
よ
う
な
閉
塞
し
た
政
治
的
、
社
会

的
状
況
は
、

一
刻
も
早
く
打
破
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
企
業
経

営
の
活
力
発
揮
に
資
す
る
税
制
の
抜
本
改

革
を
は
じ
め
、
諸
改
革
の
実
施
が
不
可
欠

で
あ
る
。
政
府
お
よ
び
国
会
は
将
来
像
を

早
急
に
一
亦
す
と
と
も
に
、
乙
れ
ら
の
改
革

に
勇
断
を
も
っ
て
対
応
す
べ
き
で
あ
る
。

長
年
に
わ
た
り
、

よ
き
経
営
者
の
集
い

を
目
指
し
納
税
意
識
の
高
揚
と
税
務
知
識

の
普
及
に
尽
し
て
き
た
当
法
人
会
は
、
全

国

m万
社
会
員
の
総
意
と
し
て
、
以
上
、

決
議
す
る
。

平
成
凶
年
9
月
初
日

財
団
法
人
全
国
法
人
会
総
連
合

税
制
改
正
要
望
全
国
大
会

。
引
世
紀
を
見
据
え
て

経
済
社
会
の
大
胆
な
構
造
改
革
を
1

0
思
い
切

っ
た
税
制
改
革
に
よ
り

経
済
社
会
の
活
性
化
を
!

。
法
人
の
実
効
税
率
を
刊
%
程
度
に

引
下
げ
企
業
経
営
に
活
力
を
!

。
不
況
に
あ
え
ぐ
中
小
企
業
の
実
態
に

配
慮
し
税
負
担
の
更
な
る
軽
減
を
1

0
個
人
所
得
の
最
高
税
率
を
印
%
に

引
下
げ
先
進
諸
国
並
み
の
税
負
担
に
!

。
地
方
の
行
財
政
改
革
を
推
進
し

法
人
の
実
効
税
率
引
下
げ
を
!

。
わ
が
国
経
済
の
活
力
維
持
の
た
め

中
小
企
業
の
事
業
承
継
に
一
層
の
配
慮
を
|.

0
高
齢
化
、
財
政
危
機
に
対
応
す
る
た
め

中
期
的
に
は
消
費
課
税
の
充
実
を
!



。

:IJI:~ 

一-ー.一-
D 
-~­一-

U~ 

-~-

'1."'.1 JII 
..... LJ 

.・-・
~ 

t了~II
…・…-

DIIiiiiII 
D~ ベENDt 

-

-
本
化

三
十
数
年
ぶ
り
の
大
改
正
と
な
っ
た
今
回

の
法
人
税
改
革
で
は
、
税
率
の
引
き
下
げ
に

伴
う
課
税
べ

1
ス
の
拡
大
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。そ
こ
で
前
回
に
続
き
、
企
業
活
動
に
影
響

が
あ
る
減
価
償
却
制
度
と
収
益
計
上
関
係
等

の
改
正
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

減
価
償
却
制
度
の
見
直
し

①
建
物
の
償
却
方
法

今
回
の
改
正
で
、
新
た
に
取
得
す
る
建
物
の
減

価
償
却
方
法
が
、
定
額
法
の
み
に
限
定
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
定
額
法
に
限
定
さ
れ
る
の
は

建
物
だ
け
で
あ
り
、
建
物
附
属
設
備
や
構
築
物
は

対
象
外
で
す
。

-
適
用
時
期
・

平
成
十
年
四
月

一
日
以
後
に
取
得
す
る
建
物
か

ら
適
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
建
物
の
取

得
時
期
が
平
成
十
年
三
月
三
十

一
日
以
前
で
あ
れ

ば
、
定
額
法
ま
た
は
定
率
法
の
選
択
が
可
能
で
す
。

平
成
十
年
三
月
三
十
一
日

以
前
に
建
物
を
取
得

定
額
法
ま
た
は

定
率
法

平
成
十
年
四
月
一
回
以
後
に

建
物
を
取
得

{ 

疋

客員

j去

②
建
物
の
耐
周
年
数
の
短
縮

建
物
の
耐
周
年
数
も
お
お
む
ね

一
O
%
か
ら
二

O
%
程
度
短
縮
(
最
長
の
も
の
で
も
五
十
年
を
限

度
と
す
る
)
さ
れ
ま
し
た
。

-
適
用
時
期
・

平
成
十
年
四
月

一
日
以
後
開
始
す
る
事
業
年
度

か
ら
適
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
た
が

っ
て
、
新
し

い
耐
周
年
数
は
、
新
規
に
取
得
し
た
建
物
だ
け
で

な
く
、
既
存
の
建
物
に
も
適
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

③
簡
便
償
却
制
度
の
廃
止

事
業
年
度
の
中
途
に
お
い
て
事
業
の
用
に
供
し

た
機
械
装
置
等
に
認
め
ら
れ
て
い
る
初
年
度
二
分

の

一
簡
便
償
却
制
度
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

-
適
用
時
期
・

平
成
十
年
四
月

一
日
以
後
開
始
す
る
事
業
年
度

か
ら
適
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

④
少
額
減
価
償
却
資
産

少
額
減
価
償
却
資
産
の
取
得
価
額
基
準
が
二
O

万
円
未
満
か
ら

一
O
万
円
未
満
に
引
き
下
げ
ら
れ

ま
し
た
。
た
だ
し

一
O
万
円
以
上
二
O
万
円
未
満

の
資
産
に
つ
い
て
は
、
事
業
年
度
ご
と
に

一
括
し

て
三
年
間
で
償
却
で
き
る
方
法
を
選
択
で
き
ま
す
。



全
額
損
金
算
入
可

一
括
三
年
間
償
却

又
は
通
常
の
償
却

通
常
の
償
却

-
適
用
時
期
・

平
成
十
年
四
月

一
日
以
後
開
始
す
る
事
業
年
度

か
ら
適
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
長
期
請
負
工
事
の
収
益
計
上
方
法
の
見
直
し

長
期
請
負
工
事
(
工
事
期
聞
が
二
年
以
上
で
、

か
っ
、
請
負
金
額
が
五

O
億
円
以
上
。
製
造
を
含

む
)
に
つ
い
て
は
、

工
事
進
行
基
準
に
よ
り
各
事

業
年
度
の
収
益
の
額
お
よ
び
費
用
の
額
を
計
算
し

ま
す
。

-
適
用
時
期
・

平
成
十
年
四
月

一
日
以
後
に
締
結
し
た
請
負
契

約
に
係
る
工
事
か

ら
適
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
た
だ
し
、
長
期

請
負
工
事
の
契
約

が
、
次
の
期
間
に

締
結
さ
れ
た
場
合

収
益
計
上
関
係

.. ..... .... 

に
は
、
次
の
請
負
金
額
の
工
事
に
限
り
工
事
進
行

基
準
に

一
本
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

以上請負金 平成平成

十十

客が員 三年年四
三月

五 同一

O 三日

億
十 j

円 日

以請 平成平成
上負金 年以十十

額が
-'--ーー

上/¥ニニ
年年
=四

O 月月
O 
十日億

円
日

• 

側
長
期
請
負
工
事
以
外
の
請
負
工
事

(
損
失
が

見
込
ま
れ
る
工
事
を
除
く
)
に
つ
い
て
は
、

工
事
進
行
基
準
と
工
事
完
成
基
準
の
い
ず
れ

か
に
よ
り
各
事
業
年
度
の
収
益
の
額
お
よ
び

費
用
の
額
を
計
算
し
ま
す
。

②
割
賦
販
売
等
に
係
る
収
益
計
上
基
準
の
見
直
し

割
賦
販
売
等
に
係
る
商
品
の
販
売
収
益
等
に
つ

い
て
は
、
割
賦
基
準
に
よ
り
収
益
の
額
お
よ
び
費

用
の
額
を
計
算
す
る
選
択
制
度
が
廃
止
さ
れ
、
金

利
相
当
部
分
を
除
き
、
商
品
の
販
売
等
を
行
っ
た

事
業
年
度
の
益
金
の
額
に
算
入
し
ま
す
。

た
だ
し
、
賦
払
期
間
が
二
年
以
上
で
あ
る
こ
と

等
所
定
の
要
件
を
満
た
す
商
品
の
割
賦
販
売
等
に

つ
い
て
は
、
現
行
の
延
払
基
準
に
よ
り
収
益
の
額

お
よ
び
費
用
の
額
を
計
算
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
0

.
適
用
時
期
.

平
成
十
年
四
月

一
日
以
後
開
始
す
る
事
業
年
度

か
ら
適
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

'98.8 

交
際
費
課
税
の
強
化

今
回
の
改
正
で
、
中
小
企
業
の
交
際
費
に
つ
い

て
、
定
額
控
除
枠
内
の
損
金
不
算
入
割
合
が

一O
%

か
ら
二
O
%
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

合03-3257-3101

謹
直
直
立

命
恩
命
恩

錯

・
@

・
⑫

一

e⑫
・
⑫

叩

.
適
用
時
期
・

一

平
成
十
年
四
月

一
日
以
後
開
始
す
る
事
業
年
度
悦

か
ら
適
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

的

ha過
大
な
役
員
報
酬
等
の

柵

'E
『
損
金
不
算
入
の
創
設

川

役
員
の
親
族
で
あ
る
使
用
人
に
対
す
る
過
大
な
わ

給
与
に

つ
い
て
は
、
損
金
の
額
に
算
入
し
な
い
こ

唱

と
と
す
る
規
定
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

J

不
正
の
行
為
に
よ
り
支
出
さ
れ
た
役
員
報
酬
は
、

損
金
の
額
に
算
入
さ
れ
な
い
規
定
が
設
け
ら
れ
ま

し
た
。

-
適
用
時
期
・

平
成
十
年
四
月

一
日
以
後
開
始
す
る
事
業
年
度

か
ら
適
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

五

00  O 

期末資本金

00  O 
00  O 
万万 万

以下円 超円を 以円

下
のえ 。コ 額
j人去 j去

人

三年 四年
限度定額O O 

O O 
額控除万 万

円 円

。



平
成
十
年
度
改
正
に
お
い
て
は
、
法

人
税
制
の
抜
本
改
革
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
が
、
土
地

・
住
宅
税
制
に
つ
い
て
も

個
人
お
よ
び
法
人
の
土
地
取
引
の
活
性

化

・
土
地
の
流
動
化
等
を
図
る
た
め
、

大
幅
な
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
土
地
税
制
の
改
正
内
容
に

つ
い
て
説
明
す
る
こ
と
に
し
ま
す
。

土
地
譲
漉
益
視
が

大
幅
に
緩
和
さ
れ
る

個
人
の

長
期
譲
渡
所
得

課
税
の
軽
減

土
地
取
引
の
活
性
化
策
と
し
て
、

平
成
十
年

一
月

一
日
か
ら
平
成
十

二
年
十
二
月
三
十

一
日
ま
で
の
三

年
間
の
限
定
で
、
所
有
期
間
が
五

年
超
の
土
地
等
を
譲
渡
し
た
場
合

の
譲
渡
益
課
税
が
緩
和
さ
れ
て
い

ま
す
。

一「

現行(改正後)改正前

特別控除後の
26% 

特別控除後の
26% 

譲渡益

(:税 2吋 譲渡益
(:税 2吋

4，000方円以
方税 6% 

6，000万円以
方税 6% 

下の部分

下の部分特別控除後の 32.5% 
譲渡益

(地国方税税 7255%%l l 8，000万円以

特別控除後の
32.5% 

下の部分

譲渡益

(地医方税税 7引5%)j 
特別控除後の 39% 6，000万円超譲渡益

(:税 3竹 の部分8，000万円超
方税 9% の部分

'-

-土地の売却価額 1億5，000万円

・土地の取得費3，000万円(昭和40年取得)
.譲渡費用500万円

-譲渡所得の計算
(取得費譲渡費用) (長期譲渡特別担除額)

1億5，000万円一{3，000万円+500万円}一100万円

=1億1，400万円

@ 

-改正前

①
 
".② 

=3，666万円 (合計税額)."③ 

(速算表より所得税額)

1億1，400万円x30%-600万円=2，820万円
(速算表より住民税額)

9%一180万円 846万円1億1，400方円×

① 

(速算表より所得税額)

1億1，400万円x25%-300万円=2，550万円。
(速算表より住民税額)

1億1，400万円X7.5%-90万円 765万円…

②' 

③' 

①
 

② 十

圃現行(改正後)

②' 

=3，315万円 (合計税額)".③' 

351万円
(税制改正による税負担軽減額)

十①' 

③ 



法
人
の
土
地
等
の

譲
渡
益
重
課
制
度

の
廃
止
等

法
人
が
そ
の
所
有
し
て
い
る
土

地
等
を
譲
渡
し
た
場
合
に
は
、
通

常
の
法
人
税
と
は
別
に
、
そ
の
土

地
等
に
か
か
る
譲
渡
だ
け
を
取
り

出
し

て
、
こ
れ
に
所
有
期
間
に
応

じ
て
五
%
i
一
五
%
の
税
率
で
追

土地区分
追加課税の税率等

改正別 現行(改正後)

一般長期譲渡
5% 

(所有期間5年超) 3年間適用停止

短期譲渡
10% 年12月31日までの聞の譲渡

(所有期間5年以下)

超短期譲渡 廃 止

(所有期間2年以下)
15% 

(平成10年1月1日以後の譲渡)

加
課
税
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

今
回
の
改
正
で
、
平
成
十
年

一

月
一
日
か
ら
平
成
十
二
年
十
二
月

三
十

一
日
ま
で
の
間
の
土
地
等
の

譲
渡
に
つ
い
て
は
、

一
般
長
期
所

有
の
土
地
譲
渡
益
に
対
す
る
五
%

追
加
課
税
制
度
お
よ
び
短
期
所
有

の
土
地
譲
渡
益
に
対
す
る

一
O
%

追
加
課
税
制
度
は
適
用
さ
れ
な
い

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
超
短
期
所
有
の
土
地

譲
渡
益
に
対
す
る

一
五
%
追
加
課

税
制
度
は
、
平
成
九
年
十
二
月
三

十

一
日
を
も

っ
て
廃
止
さ
れ
ま
し

た
。

一制一腕

E
一り一ま一く

配
偶
者
特
別
控
除
と

パ
ー
ト
問
題

年
間
所
得
金
額
が

一
、
0
0
0

万
円
以
下
の
納
税
者
が
、
自
己

と
生
計
を

一
に
す
る
配
偶
者
の

所
得
金
額
が
七
六
万
円
未
満

(
給
与
収
入
で
は

一
四

一
万
円
未

満
)
で
あ
る
場
合
に
は
、
配
偶
者

特
別
控
除
と
し
て
そ
の
配
偶
者

の
所
得
金
額
に
応
じ
て

一
定
額

を
所
得
控
除
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
ノ。
こ
の
配
偶
者
特
別
控
除
は
、

昭
和
六
十
二
年
九
月
の
税
制
改

正
に
お
い
て
い
わ
ゆ
る
「
パ

l
卜

問
題
」
に
対
処
す
る
た
め
に
創
設

さ
れ
ま
し
た
。
「
パ
l
ト
問
題
」

と
は
、

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
と
し

て
働
く
主
婦
の
年
間
収
入
が

一

定
額

(
現
在

一
O
三
万
円
)
を
超

え
る
と
、

夫
の
所
得
の
税
額
計

算
上
、
配
偶
者
控
除
が
適
用
さ

れ
な
く
な
り
、
夫
の
税
負
担
が

増
加
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
主

婦
自
身
も
独
立
し
た
納
税
者
と

な
る
た
め
税
負
担
が
生
じ
、
そ

の
結
果
、
か
え
っ
て
世
帯
全
体

の
手
取
り
収
入
が
減
少
し
て
し

ま
う
と
い
う
「
手
取
り
の
逆
転
現

象
」
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

こ
の
配
偶
者
特
別
控
除
額
は
、

配
偶
者
の
所
得
金
額
の
増
加
に

応
じ
て
減
少
し
て
い
く
仕
組
み

と
な
っ
で
い
ま
す
。

こ
の
配
偶
者
特
別
控
除
が
、

導
入
さ
れ
た
結
果
、
世
帯
全
体

の
手
取
り
収
入
が
、
専
業
主
婦

の
世
帯
と
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
と

し
て
働
く
主
婦
の
い
る
世
帯
と

の
問
で
逆
転
す
る
と
い
う

「パ

ー
ト
問
題
」
は
、
税
制
上
解
決
さ

れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

'98.10 会03-3257-3101女この記事についての問い合わせ先一一一一一一(社)東京法人会連合会

⑪ 



本
年
の
法
人
税
法
等
の
改
正
で
「
利

子
・
配
当
等
に
係
る
所
得
税
額
の
控
除
等

の
特
例
』
制
度
が
廃
止
に
な
っ
た
そ
う
で

す
が
、
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
の
で
す
か
。

Q 

「利
子

・
配
当
等
に
係
る
所
得
税
額

の
控
除
等
の
特
例
』
制
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、

平
成

5
年

4
月
1
日
か
ら
平
成
日
年

3
月

白

日
ま
で
の
聞
に
終
了
す
る
各
事
業
年
度

に
お
い
て
支
払
を
受
け
る
利
子
、
配
当
等

に
つ
い
て
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
の
う
ち
、

そ
の
各
事
業
年
度
の
法
人
税
額
か
ら
控
除

し
き
れ
な
か
っ
た
部
分
の
金
額
に
つ
い
て
は
、

翌
事
業
年
度
以
降
の
法
人
税
額
か
ら

4
年

間
に
わ
た
り
繰
り
越
し
て
控
除
す
る
こ
と

A 

と
し
、
こ
の
期
間
内
に
控
除
し
き
れ
な
か

っ
た
部
分
の
金
額
は
、

4
年
目
に
全
額
還

付
す
る
と
と
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

申
告
に
際
し
て
は
別
表
六
(
二
付
表
の

添
付
が
必
要
で
し
た
。

本
年
、
こ
の
制
度
が
廃
止
さ
れ
、
平
成

1
0
年

4
月
1
日
以
後
に
終
了
す
る
事
業

年
度
に
お
い
て
支
払
を
受
け
る
利
子

・
配

当
等
に
係
る
所
得
税
額
に
つ
い
て
は
、
法

人
税
額
か
ら
全
額
控
除
さ
れ
る
ほ
か
、
繰

越
所
得
税
額
控
除
限
度
超
過
額
が
あ
る
場

合
は
、
従
来
と
同
様
の
方
法
に
従
い
計
算

し
た
繰
越
所
得
税
額
控
除
限
度
超
過
額
を

加
算
し
て
控
除
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
過
去
の
繰
越
所
得
税
額
控
除
限

度
超
過
額
に
つ
い
て
は
、
従
前
と
同
様
に

4
年
間
に
わ
た
り
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ

て
お
り
、

一
挙
に
控
除
不
足
額
の
還
付
が

で
き
る
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

別表六(一)付表の記載方法等については、次の例を参考にしてください。

平成10年7月決算法人の場合

・所得税控除前法人税額

・利子・配当等に係る所得税

15，000円

例

@ 

20，000円

25，000円

30，000円

15，000円

35，000円

125，000円

10/7期

9/7期

8/7期

7/7期

6/7期

合計



法人税の額から控除する所得税の額の計算に 事業 9・8・1
法人名 xxx 関する明細書 年度 10・7・31

円 円

当期の所得税の額(別表六(ー)r 6の③J) l 20，000 

望面量鐙ー白

当期の所得税の額
19 

法
(J) 

人
利子・配当等に(J) 2 税
係る所得税の額

の
除

税額控除限度超過額 20 の 限当
額 度超 (33の①)

内
そ の 他 古3

過額を訳 3 
ら 前 4年以前繰越所得(J) -(2) 

期 控 有 税額控除限度紹過額 21 
所得税額控除限度額 除

す (34の①)適 る

法 (糊(-)山川j川)14 す 解
散開費ー{二HI3j-[13のlf.j-[14JJ(

11別賓ー{三)f8j+[ 8の外書j-[9j る 等
の 計分 所 の 22 人 日
議仰)吋1)用 (2)のうち当期鐙除額 得 含を5 

税税
((2)と(4)のうち少ない金額) む

の
事業年 当 期 控 除 額前3年以内繰越所得悦額姥除限度
額 23 の 超過額の控除限度額 6
の
度) (1骨+(22)年

繰
(4)ー(5)

額 高j3年以内繰越所得税制 計

J空除限度超過叡(17 算
その他の事業年度 当期控除額(33の①)

24 力、 越
( 該当) (1) 

度 向上のうち当期!被除叡i

ら
((6)と(7)のうち少ない金額i18 

|器量
分自:j4年以前繰越所得税額

当期控除額
翌期繰鐘額

控 持除限度超過自由 9 事 業 年 度 ①②  
(34の①)

翌
① ② ③ 除 当 期 控 除 額

期当 (5) 円 円10 期 (21 円
(3)+(5)+(8)+(9) 25 す

繰 {適用年度)

る 当 当期の所得税の額
20，000 越

平6・8・1
15，000 15，000 期 11 26 

分 (J) 平7・7・31
所繰 所

平7・8・1越 向上のうち
得前 27 30，000 30，000 

得Z前税の 利子・配当等に 12 20，000 平8・7・31

税 三額鐙 係る所得税の額
税 年 平8・8・1

税額
年控除

所得税額控除限度額 28 25，000 25，000 
控
繰 以除限

額以 平9・7・31
内限度 (別表 !-'PIO 川 '11 13 15，000 除 明*---1:二ド U' イ )]Q)叫~_ -iUJ瓦

事・の 限 線度額 11別表，，'ニ}rS 目的11..[， 控 内 29 
度 越超の

終 平・所過計
額超

得額算
(13)ー(12) 。除 了 平・過 14 

(マイナスの場合は0) 30 額 限事 平・のを 越

度 業有 前3年以内繰越所得税額 平・
計す 控除限度超過額 15 70，000 年 31 
る

超度
平・

算適用
(33の①)

平・

向上のうち当期控除額 過 32 年 。 平・
度 分

16 
((14)と(ゅのうち少ない金額) 額 (8)、(1曲又は後

計 33170，000 。0) 70，000 の

事 前 4年以前繰越所得税額 の

業 控除限度超過額 17 35，000 
計E護平5.8.1 側も、5(l司又はン年 (34の①) 34135，000 

，000 度 年平6・7・31
当 期 控 除 額

算

351/ 18 55，000 合計
35，000 (11)-ト(1日+(1司

自由+(33)+(34)

別
表
大
付
付
表
平
十
・
四

以
後
終
了
事
業
年
度
分

@ 



7
月
U
日
に
成
瀬
地
区
会
合
同
の
税
務

研
修
会
を
実
施
し
、
八
木
地
区
会
長
と
古

舘
統
括
官
の
挨
拶
を
い
た
だ
い
た
後
に
研

修
会
を
始
め
ま
し
た
。

(
参
加
者
は
却
名
)

@ 

税
務
研
修
会
を

9
月
9
日
の
水
曜
日
夕

方
六
時
か
ら
、
町
田
会
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
講
師
に
町
田
税
務
署
か
ら
佐
藤

上
席
指
導
官
に
来
て
頂
き
ま
し
た
。

必
名
の
出
席
を
頂
き
盛
況
な
う
ち
に
終

わ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

質
疑
応
答
で
は
、
時
間
が
無
く
な
っ
て

し
ま
い
、
次
の
機
会
に
し
ま
し
ょ
う
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

(
石
阪
和
義
)



法人税の額から控除する所得税の額の計算に 事業 9 ・8・1
法人名 xxx 関する明細書 年度 10・7・31

円 円繰(
当期の所得税の額当期の所得税の額(別表六{ー)r 6の③J) 20，000 

題福事由 19 
法

(1) 

人 税額控
(J) 利子・配当等に 税 前 3年以内繰越所得2 

除
の
係る所得税の額

の
度限

税額控除限度超過額 20 
当

額 (33の①)
内
そ の 他 由主 超額過

訳 3 
ら 前 4年以前繰館所得(1) -(2) 
を

期 控 有 税額控除限度超過額 21 
除
す

(34の①)適 所得税額控除限度額
解る(甲~"-Hrl山刊j 川)14 す法 別量一[ニ)[13j，rI3の外膏j-rlHx
る 散等は刷費ー(三H8j+r8の舛書H9j

計
分 所 の の 22 人 日

額総 ω1)+白!)用 (2)のうち当期控除額 5 得 を

税
合

税
((2)と(4)のうち少ない金額) む

の
事業年 当 期 控 除 額前3年以内繰越所得税額控除限度
額 23 の 紹過額の控除限度額 6
の
度) (1骨+印)年

繰
(4)ー(5)

額 前3年以内繰越所得税制 計

J世除限度超過古ri17 算
その他の事業年度 当期控除額(33の①)

24 tJ> 越
( 該当) (1) 

度 |百].Lのうち当期符除叡l

ら
((6)と(7)のうち少ない金額i18 

当期当得の.fIJ係額子・
分前4年以前繰越所得税制 配所 等税にの 又る

当期控除額
翌期繰I!!額

控 作除限度超過額 9 事 業 年 度
繰は越前額期からの

①②  
(34の①)

翌
① ② ③ 除 当 期 控 除 額

期当 (2) 円 (5) 円 円10 期
(3)+(5)+(8)+(9) 25 す

繰 (適用年度)

る 当 当期の所得税の額
20，000 越

平6・8・1
15，000 15，000 期 11 26 

分 (J) 平7・7・31
所繰 所

平7・8・1
30，000 

越 同上のうち
得前 27 30，000 

得Z前税の 利子・配当等に 12 20，000 平8・7・31

税 三額控 係る所得税の額
税 年 平8・8・1

税額
年使除 2s 25，000 25，000 繰 以除限 所得税額控除限度額

額以 平9・7・31鐙
内限度 (ト lo;-rl~Vlfl.~刊I:) 13 15，000 除 明費 {二ド日・-1110)叫需.-r14j瓦

平・の限 練度額 i!明褒 L:Y8 ， .í8の叫~.r9 控 内 29 
度 越超の

終 平・
額超

所過計
(l3)-(lZ) 除 了

過 得額算 14 。 平・
(マイナスの場合は0) 30 額 限事 平・の を 越

度 業有 前 3年以内繰越所得税額 平・
計す 控除限度超過額 15 70，000 年 31 
る

超度
平・

算通用
(33の①)

平・

向上のうち当期鐙除額 過 32 年 o 平・
度 分

16 
((14)と(15)のうち少ない金額) 額 (8)、(16)又は後

計 33170，000 目。) 70，000 の
事 前 4年以前繰越所得税額 の

業 控除限度超過額 17 35，000 
計E警平5.8.1 (E9l 3)、5(.l司又は1/ 年 (34の①) 34135，000 

，000 度 年平6・7・31
期 控 除 額

算

351/ 
当

55，000 合計18 
35，000 (I!)+(I副+(1司

自由+邸;)+(34)

jJlJ 
褒

六
付
付
褒
平
十
・
四

以
後
終
了
事
業
年
度
分

@ 



地区会の

イベン

7
月
H
日
に
成
瀬
地
区
会
合
同
の
税
務

研
修
会
を
実
施
し
、
八
木
地
区
会
長
と
古

舘
統
括
官
の
挨
拶
を
い
た
だ
い
た
後
に
研

修
会
を
始
め
ま
し
た
。

(
参
加
者
は
却
名
)

@ 

r-十

税
務
研
修
会
を

9
月
9
日
の
水
曜
日
夕

方
六
時
か
ら
、
町
田
会
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
講
師
に
町
田
税
務
署
か
ら
佐
藤

上
席
指
導
官
に
来
て
頂
き
ま
し
た
。

必
名
の
出
席
を
頂
き
盛
況
な
う
ち
に
終

わ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

質
疑
応
答
で
は
、
時
間
が
無
く
な
っ
て

し
ま
い
、
次
の
機
会
に
し
ま
し
ょ
う
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

(
石
阪
和
義
)



税
務
研
修
会

平
成
叩
年
6
月
幻
日
、
高
ヶ
坂
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
「
改
正
法
人
税

早
わ
か
り
研
修
」
を
町
田
税
務
署
よ
り
講

師
を
お
ま
ね
き
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

(参

加
者
は
お
名
)

-大盛況だった鶴川第二地区の税務研修会

く

d
p

地
区
合
同
税
務
研
修
会

平
成
凶
年
6
月
四
日
(
金
曜
日
)

午
後

7
時

l
午
後

9
時
加
分

す
ず
か
け
会
館

2
階
ホ

l
ル

改
正
法
人
税
早
わ
か
り
研
修
会

-
法
人
税
の
税
率
引
下
げ
に
つ

い
て

・
減
価
償
却
の
大
改
正

-
貸
し
倒
れ
引
当
金
の
大
改
正

・
土
地
税
制
の
緩
和

-
そ
の
他
・
所
得
税
特
別
減
税
に
つ
い
て

(参
加
者
数
必
名
)

@ 



初
年
振
り
の

法
人
税
大
改
正

• 
平
成
叩
年
度
の
税
制
改
正
で
は

、

法
人
税
関
係
で
∞
項
目
を
超
え
る
大

き
な
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

(本

誌

で
も
改
正
事
項
を
順

次

掲

載

し

て

い

ま
す
。
)

町
田
法
人
会
の
却
の
地
区
会
で
も

早
々
に
税
務
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

@ 

ー
・
法
人
税
率

法
人
税
率
が
3
%
の
引
下
げ

法
人
事
業
税
が
ω
1
1
%
の
引
下
げ

都
民
税
、
市
民
税
は
現
行
ど
お
り

2
・
減
価
償
却
制
度

平
成
日
年
4
月
1
日
以
降
取
得
の
建
物

の
償
却
が
定
額
法
の
み
と
な
る

建
物
の
耐
周
年
数
が

m

l
却
%
短
縮

少
額
減
価
償
却
資
産
の
取
得
価
格
が
日

万
円
未
満
と
な
る

却
万
円
未
満
の
少
額
減
価
償
却
資
産
は

3
年
間
で
均
等
償
却
が
可
能

期
中
取
得
資
産
の
簡
便
償
却
制
度
の
廃
止

営
業
権
は

5
年
の
均
等
償
却
へ

3
・
各
種
引
当
金

(会
報
臼
号
掲
載
)

貸
倒
引
当
金
制
度
の
改
正

賞
与
引
当
金
の
改
正

4
・
役
員
の
親
族
等
の
使
用
人
に
対

す
る
過
大
給
与
の
損
金
不
算
入

5
・
交
際
費
課
税

損
金
不
算
入
額
が
叩
%
か
ら
却
%
に

6
・
土
地
税
制

土
地
等
の
譲
渡
益
課
税
制
度
の
廃
止
お

よ
び
停
止

新
規
取
得
土
地
等
に
係
る
負
債
利
子
の

損
金
不
算
入
制
度
の
廃
止

7
・
通
勤
費
の
非
課
税
枠
が
叩
万
円

ま
で
に

8
・
追
加
特
別
減
税

8
月
に
本
人

2
万
円
、
控
除
対
象
配
偶

者
及
び
扶
養
親
族
等

1
人

1
万
円

以
上
研
修
会
の
抜
粋
で
す
。
詳
細
に
つ

い
て
は
、
税
務
署
法
人
第
1
部
門
ま
で
お

問
合
せ
下
さ
い
。

(T
E
L

m
'7
2
1
1
 

上
席
指
導
官
)

内
出

佐
藤



町田市住宅建設

協同組合

-
伊
藤
広
報
副
委
員
長

一

町
田
市
住
宅
建
設
協
同
組
合
と
は
ど
ん

な
法
人
な
の
で
す
か
?

-
綱
倉
理
事
長
一

平
成

7
年

6
月
紅
白
に
設
立
さ
れ
た
も

の
で
す
が
、
商
工
会
議
所
建
設
業
部
会
、

町
田
市
建
設
業
団
体
連
合
会
、

町
田
市
建

設
業
協
会
の

3
団
体
の
総
意
と
町
田
市
の

指
導

・
助
言
に
よ
り
永
年
に
渡
り
、
準
備

を
進
め
当
協
同
組
合
も
設
立
以
来
丸

3
年

が
経
過
い
た
し
ま
し
た
。
事
業
も
い
く
つ

か
完
了
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
法
人
会
に
も

入
会
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

-
伊
藤
一

組
合
員
は
何
社
で
す
か
?

-
網
倉
一

部
社
で
す
0

・
伊
藤
一

設
立
以
来
ど
ん
な
事
業
を
や
っ
て
き
ま

し
た
か
?

-
綱
倉
一

鶴
川
地
区
の
真
光
寺
に
他
の
ハ
ウ
ス
メ

ー
カ
ー
と

一
緒
に
住
宅
、
都
市
整
備
公
団

初
棟
分
譲
住
宅
を
完
成
し
、
も
う
入
居
し

て
お
り
第

2
次
お
棟
も
近
々
着
工
致
し
ま

す
。
金
森
に
も
民
間
開
発
叩
棟
分
譲
完
了

し
現
在
山
崎
町
に
日
棟
、
小
川
地
区
に
も

計
画
し
て
お
り
ま
す
。

協
同
組
合
の
理
念
と
し
て
は
、
法
人
会

の
良
き
経
営
者
た
ら
ん
と
す
る
団
体
と
い

う
岩
波
会
長
の
言
葉
と

一
致
し
て
お
り
ま

す
。
儲
か
れ
ば
良
し
と
す
る
考
え
か
た
は

強
く
戒
め
て
お
り
ま
す
。
都
市
整
備
公
団

も
民
間
活
用
を
強
く
意
識
さ
れ
て
い
る
様

で
す
し
、
我
々
も
町
田
市
の
街
柄
つ
く
り
に

大
き
く
寄
与
し
信
頼
さ
れ
る
経
営
者
の
団

体
を
め
ざ
し
て
お
り
ま
す
。

-
伊
藤
一

大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今

后
ご
苦
労
も
あ
る
で
し
ょ
う
が
、
業
界
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
に
な
う
よ
う
頑
張
つ

て
下
さ
い
。

-
綱
倉
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

一
生
懸
命
や
り
ま
す
。

業務案内

所在地・194・00f3町田市原町田2-6司14
電話

ドミトリー原

電話・0427

営業時間

設立・平成7年6



「
自
分
の
た
め
、

青年部会・女性部会
公開講演会

9
月

2
日
土
田
和
歌
子
さ

ん
を
お
招
き
し
て
「
パ
ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク
を
通
し
て
見
え
た

こ
と
」
と
題
し
て
公
開
講
演

会
を
行
い
ま
し
た
。

1
9
7
4
年
叩
月
市
日
生
。

長
野
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
ア
イ

ス
ス
レ

ッ
ジ
レ
ー
ス
に
お
い

て
四
種
目
出
場
、
金
メ
ダ
ル

得
し
、
現
在
仕
事
を
し
な
が
ら
シ
ド
ニ
ー
で

2
個
、
銀
メ
ダ
ル

2
個
を
獲

の
陸
上
競
技
出
場
を
目
指
し
て
い
る
。
超
美

人
で
目
が
金
メ
ダ
ル
の
光
の
よ
う
に
輝
い
た

若
き
女
性
で
車
イ
ス
の
行
動
も
人
の
手
を
借

講
演
に
お
い
て
は

り
ず
壇
上
を
上
り
下
り
さ
れ
て
い
た
。

自
動
車
事
故
で
げ
才

の
時
、
脊
椎
損
傷
で
両
足
が
全
く
動
か
な
く

な
っ
て
し
ま
い
心
身
共
に
落
ち
込
ん
で
日
々

を
過
ご
し
た
中
で
、
生
き
る
た
め
に
何
か
を

と
思
い
ア
イ
ス
ス
レ

ッ
ジ
に
出
会
っ
た
。
無

我
夢
中
で
出
場
し
た
が
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
人
々
の
手
を
借
り
な
け
れ
ば
出
来
な
い

生
き
る
た
め
に

練
習
も
深
夜
で
人
々
の
利
用
し
な
く
な

っ
た

時
間
帯
を
利
用
し
た
こ
と
等
つ
ら
い
話
や

外
国
の
競
技
会
に
出
場
し
た
時
の
体
験
談
を

話
し
た
。
自
分
の
た
め
に
、
生
き
る
た
め
に

努
力
し
て
き
た
。
こ
れ
か
ら
も
そ
う
し
た
い

と
む
す
ば
れ
た
。

講
演
中
耳
の
不
自
由
な
方
も
ボ
ラ
ン
テ
イ

ア
の
手
話
の
も
と
、
最
後
ま
で
聞
き
入

っ
て

い
た
。

あ
の
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
の
感
動
を
も
う

一
度

と
ビ
デ
オ
の
上
映
も
涙
無
し
で
は
見
ら
れ
な

か
っ
た
。
金
メ
ダ
ル
も
一
人
一
人
に
見
せ
て

い
た
だ
い
た
。
様
々
の
重
さ
が
メ
ダ
ル
を
形

成
し
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
た
。

つ
ま
づ
い
た

っ
て
い
い
ん
だ
人
間
だ
も
の

努
力
す
れ
ば
こ
の
よ
う
に
大
成
で
き
る
人
が

い
る
の
だ
。
こ
の
講
演
を
も

っ
と
も

っ
と
多

く
の
人
に
聞
い
て
ほ
し
か

っ
た
。
私
達
企
業

も
違

っ
た
形
で
こ
の
精
神
を
生
か
し
不
況
を

乗
り
越
え
た
い
も
の
で
す
。

(吉
川
良
子
)

-初めて見る本物の金メダルの感触は 7

-聞く人に感動を与えた土田さん

これからもがんば‘ってください



便り
青年部会・ファミリー研修会

8
月
お
日
、
青
年
部
会
主
催
の

フ
ァ
ミ

リ
ー
研
修
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
話

を
主
人
か
ら
聞
き
、
行
か
な
い
か
と
言
わ

れ
た
と
き
、
駐
車
場
も
無
料
、

子
供
が
寝

て
も
安
心
、
往
復
貸
し
切
り
パ
ス
に
、
貸

し
切
り
の
や
か
た
船
で
夜
景
を
見
な
が
ら

の
食
事
:
:
:
ど
れ
も
魅
力
的
で
、

2
つ
返

事
で
す
ぐ
に

O
K
し
ま
し
た
。
当
日
は
、

義
母
と
長
女
と
次
女
の

4
人
で
参
加
し
ま

し
た
。
自
家
用
車
を
パ

l
ク
8
駐
車
場
に

と
め
、
午
後

2
時
過
ぎ
、
富
士
急
行
の
貸

し
切
り
パ
ス
で

一
路
お
台
場
へ
と
向
か
い

ま
し
た
。
パ
ス
の
車
内
で
は
、
研
修
資
料

で
あ
る
「
税
金
ク
イ
ズ
」
が
配
ら
れ
、
各

自
解
答
し
、
正
解
が
配
ら
れ
る
と
、
こ
れ

も
各
自
で
ま
る
を
つ
け
、
自
己
申
告
で
正

解
の
数
を
挙
手
し
て
、
最
高
得
点
の
人
に

は
景
品
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。
普
段
な
か
な

か
勉
強
す
る
機
会
の
少
な
い
私
に
と

っ
て、

と
て
も
良
い
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

3
時
半
か
ら
約

1
時
間
、

お
台
場
で
自

由
行
動
と
な
り
、
海
浜
公
園
を
散
策
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
パ
ス
で
品
川
へ
と
移
動
し
、

本
日
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
、
船
清

さ
ん
の
や
か
た
船
へ
と
乗
り
こ
み
ま
し
た
。

や
か
た
船
に
乗
る
の
は
初
め
て
で
、

と
て

も
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
ま
し
た
。
船
の
中
は

意
外
と
広
い
畳
の
部
屋
に
な
っ
て
い
て
、

厨
房
ま
で
あ
り
、
そ
こ
で
作
り
立
て
の
料

理
を
運
ん
で
き
て
く
れ
る
の
で
、
特
に
天

ぷ
ら
な
ど
は
絶
品
で
し
た
。
食
事
は
主
に

お
台
場
に
停
泊
し
て
い
る

1
時
間
半
の
聞

に
し
た
の
で
す
が
、
あ
た
り
が
だ
ん
だ
ん

う
す
暗
く
な
り
、
明
か
り
が
灯
り
始
め
る
と
、

フ
ジ

T
V
社
屋

リ
ッ
ジ
に
か
け
て
は

一
段
と
美
し
く
色
と

り
ど
り
の
夜
景
を
見
な
が
ら
の
食
事
は
ま

た
格
別
で
し
た
。
お
台
場
か
ら
品
川
に
戻

る
ま
で
、
ナ
ゾ
ナ
ゾ
で
景
品
の
争
奪
戦
や
、

帯
か
ら
レ
イ
ン
ボ
ー
ブ

子
供
か
ら
大
人
ま
で
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
で
楽

し
み
、
と
て
も
有
意
義
な

一
時
で
し
た
。

8
時
半
に
品
川
を
後
に
し
、
途
中
ベ
イ
ブ

リ
ッ
ジ
の
大
黒
パ

ー
キ
ン
グ
エ

リ
ア
に
寄
り
、

午
後
日
時
過
ぎ
、
無
事
町
田
へ
と
帰
着
し

ま
し
た
。

こ
の
研
修
会
を
計
画
し
、

同
行
さ
れ
た

役
員
の
皆
様
方
、
本
当
に
お
疲
れ
さ
ま
で

し
た
。
ま
た
次
回
も
子
供
と
参
加
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

(
諸
星
裕
美
)

@ 



女性部会・
第17固定時総会開催

去
る

6
月
日
日
、
薄
す
日
の
さ
す
穏
や

か
な
日
に
恵
ま
れ
、
女
性
部
会
第
日
固
定

時
総
会
が
、
エ
ル
シ
ィ
町
田
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

お
客
様
に
親
会
の
岩
波
会
長
を
始
め
、

税
務
署
か
ら
、
原
副
署
長
、
大
坪
統
括
官
、

佐
藤
上
席
指
導
宮
、
そ
し
て
東
憐
青
年
部

会
長
、
大
同
生
命
の
加
藤
所
長
の
ご
臨
席

を
い
た
だ
き
ま
し
で
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

土
品
?
レ

h
~

。

又
、
会
員
の
皆
様
に
は
大
勢
お
集
り
を

い
た
だ
き
ま
し
て
、
総
会
が
出
来
ま
し
た

こ
と
を
何
よ
り
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

私
乙
と

一
年
前
に
堤
部
会
長
の
あ
と
を

引
継
ぎ
、
皆
様
の
ご
協
力
の
も
と
年
中
行

事
を
終
了
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
こ
と

を
感
謝
い
た
し
ま
す
。

ふ
り
返
り
ま
す
と
女
性
部
会
日
年
の
あ

ゆ
み
の
記
念
誌
が
皆
様
に
お
渡
し
出
来
ま

し
た
。
青
年
部
会
と
合
同
の
講
演
会
や
、

福
祉
バ
ザ
ー
も
、
大
変
好
評
に
終
り
ま
し

た
の
で
、
今
年
も
続
け
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
親
会
よ
り
い
た
だ
い
て
い
る
補

助
金
は
大
事
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
、
部

会
の
基
本
方
針
を
心
に
命
じ
、
実
あ
る
活

動
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
長

び
く
経
済
的
低
迷
に
、
少
し
で
も
企
業
の

一
人
と
し
て
、
又
、
女
性
と
し
て
情
報
を

取
り
入
れ
、
健
康
に
注
意
し
て
、
明
る
く

振
舞
う
よ
う
心
掛
け
た
い
も
の
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

会
員
の
皆
様
、
平
成
日
年
度
も
、
よ
ろ

し
く
ご
協
力
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

(
神
蔵
玉
江
)

法人町田法入会資誕若宮会

1.，回定時総当

便り
女性部会・第17固定時総会第3部研修会

「美い、肌を保つために・づ
皮膚科医の立場からのアわくイス

。

生野麻美子先生
もヱ松山 成 長

講師・しようの皮膚科院長

当
日
は
、
ス
ラ

ル
に
よ
っ
て
お
き
る
皮
膚
の
症
状

を
見
な
が
ら
、
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因

と
防
止
に
つ
い
て

3
つ
の
点
か
ら

豊
富
な
経
験
と
研
究
結
果
を
交
え

て
お
話
し
下
さ
い
ま
し
た
。



女
性
部
会
・
俳
句
研
修
会

俳
句
と
の
新
た
な
出
逢
い

去
る

7
月
お
目
、
講
師
に
中
村
菊
一
郎

先
生
を
お
召
き
し
て
「
俳
句
と
は
:
・」
と

題
し
て
、
研
修
会
が
行
わ
れ
た
。
出
席
者

数
訂
名
。

約
2
時
間
半
の
講
演
は
、
先
生
の
語
り

口
の
す
ば
ら
し
さ
と
、
内
容
の
お
も
し
ろ

さ
に
、
と
て
も
短
く
感
じ
ら
れ
た
。

私
は
、
そ
れ
ま
で
俳
句
と
は
無
縁
の
日
々

で
あ
っ
た
の
だ
が
そ
の
時
か
ら
俳
句
に
興

昧
を
持
つ
よ
う
に
な

っ
た
。
何
故
な
ら
た

っ
た
の
幻
字
の
中
に
、

ど
う
し
て
あ
れ
だ
け

の
奥
行
き
と
巾
が
表

現
出
来
る
の
か
不
思

議
だ
っ
た
。
で
も
、

先
生
の
お
話
で
、
そ

の
不
思
議
が
見
事
解

決
し
た
の
で
あ
る
。

な
ん
と
俳
句
は
連
歌

か
ら
生
ま
れ
た
も
の

=
-
つ
ご
門
ノ
ご
-
。

十
人
て
ナ

Jσ
一
ナ

J

び
っ
く
り
し

た
り
、
納
得

し
た
り
で
、

私
に
と
っ
て
大
き
な
収
穫
だ
っ
た
。
研
修

会
は

7
月
の
夏
だ
っ
た
。
今
は
秩
。
な
ん
と
、

な
ん
と
、
あ
の
研
修
会
を
機
会
に
我
々
は

同
好
の
士
を
募
っ
て
、
句
会
ま
で
こ
し
ら

え
て
し
ま
っ
た
。
先
週
発
足
し
た
ば
か
り

な
の
で
こ
れ
か
ら
ど
う
な
る
の
か
見
当
が

、ノ

、
A

P

L

h

、4
0

f

d

，ヵ
φ

山唱し

で
も
会
の
名
前
は

一
人
前
の

「
い
ざ
よ
ひ
句
会
」
と

い
う
句
会
で
あ
る
。
月
に

一
回
の
勉
強
会

を
公
民
館
で
続
け
て
い
く
予
定
だ
。
よ
ろ

名
前
が
付
い
た
。

し
か
っ
た
ら
み
な
さ
ん
ご
参
加
下
さ
い
。

あ
の
夏
の
研
修
会
が
私
に
新
た
に

一
つ
の

出
逢
い
を
与
え
て
く
れ
た
と
と
に
感
謝
し

て

一
旬
0

・:
で
も
、
ま
だ
俳
句
が
で
き
な
い
。
そ
の

、
つ
ホ
J

に
き
っ
と
。

(
内
田
正
子
)

@ 



便り

源
泉
部
会
・
研
修
会
実
施

9
月
幻
日
、
八
千
代
銀
行
町
田
支
屈
の

会
議
室
を
借
用
し
て
源
泉
部
会
研
修
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

相
馬
源
泉
部
会
長
の
挨
拶
の
後
、
源
泉

部
会
と
し
て
は
今
回
初
め
て
、
社
会
保
険

事
務
所
の
調
査
官
を
お
招
き
し
て
、
社
会

保
険
の
仕
組
み
に
つ
い
て
約

1
時
間
に
わ

た
り
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

つ
M

つ
い
て
、
町
田
税
務
署
法
人
課
税
第

二
部
門
調
査
宮
に
、
源
泉
所
得
税
事
務
の

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
等
に
つ
い
て
、
わ
か

り
や
す
く
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

大
変
関
心
の
あ
る
テ
l
マ
で
あ
っ
た
た
め
、

皆
さ
ん
最
後
迄
熱
心
に
両
氏
の
説
明
を
受

け
ら
れ
、
質
疑
応
答
も
活
発
に
行
わ
れ
ま

し
た
。

源
泉
部
会
で
は

日
月
日
日

(
月
)
八
千
代
銀
行
町
田
支
屈
の
会
議
室

を
借
用
し
て
年
末
調
整
事
務
を
中
心
に
研

修
会
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

な
お
、

研
修
委
員
会
か
ら
お
知
ら
せ

会
員
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
に
上
半
期
の
研
修
事
業
を
充
実

@ 

-今回は社会保険の仕組みについても

お話を伺いました

-挨拶される相馬部会長



会
員
の
皆
さ
ん
が
喜
ん
で
事
業
に
参
加

し
て
い
た
だ
け
る
魅
力
あ
る
法
人
会
が
、

今
後
も
存
在
し
つ
づ
け
る
た
め
に
、
会
員

の
皆
さ
ん
の
要
望
に
応
え
た
事
業
を
充
実

し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
今
年
度
は
、
本
部
の
研
修
事
業
を

少
し
見
直
し
ま
し
た
。

簿
記
講
習
会
は
、
日
商
検
定
に
あ
わ
せ

て
開
講
を
例
年
よ
り
早
め
ま
し
た
。
ま
た

ワ
ー
プ
ロ
・
パ
ソ
コ
ン
教
室
は
、
日
程
を

4

日
増
や
し
、

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
も
見
直
し

て
実
施
し
ま
し
た
。

一
方
新
し
い
事
業
と

ー

υ
7
t
、、

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
パ
ソ
コ
ン
体
験

教
室
を
企
画
し
ま
し
た
。

今
の
パ
ソ
コ
ン
は
、
複
数
の
ア
プ
リ
ケ

ー
シ
ヨ
ン
・
ソ
フ
ト
を
操
作
す
る
こ
と
を

求
め
ら
れ
、
使
う
人
は
そ
れ
ぞ
れ
の
ソ
フ

ト
を
マ
ス
タ
ー
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
パ
ソ
コ
ン
体
験
教
室
は

初
心
者
向
け
に
半
日
コ
ー
ス
で
い
ろ
い
ろ

な
パ
ソ
コ
ン
ソ
フ
ト
を
気
軽
に
体
験
で
き

る
教
室
で
す
。

初
回
は

「
初
心
者
の
た
め
の
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
体
験
教
室
」
と
題
し
て
開
催
。

イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の
し
く
み
や
活
用
方
法

の
説
明
と
、
実
際
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

接
続
し
て
、
ネ
ッ
ト
サ
ー
フ
ィ
ン
や
電
子

目
は
、

メ
ー
ル
を
体
験
し
ま
し
た
。

つ
づ
く

2
回

ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
や
基
本
ソ
フ
ト

(
O
S
)
の
操
作
や
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
の

活
用
を
加
え
て
開
催
し
ま
し
た
。
会
場
は
、

メ
デ
ィ
ア
バ
レ
1

町
田
(
旧
ト
ポ
ス
町
田

庖

)

5
階
の
パ
ソ
コ
ン
教
室
を
お
借
り
し

ま
し
た
。

i 今後の日商簿記検定の予定 I 

第91回第90[9]

2.3級1"'"'3級
•• 
ス
ω

日

ラ

験
試

ク

2月28日(日)

1月25日(月)
-1月29日(金)

10)']13沼(火) 義
-10J320日(火7

11湾158(日)

申込期間・

3月15日(月)12月78(昆)合格発表・

第
叩
回

初
級
簿
記
講
習
会

延 4
べ 月
参 6
加日
数か
191ら
人 6
月
15 
日

毎
週
月
曜
日

朝
日
新
聞
町
田
販
売

(株
)

(
株
)
岡
田
屋

(
株
)
岡
田
屋

木
下
技
研
(
株
)

(
株
)

三
平

太
陽
ス
チ
ー
ル

工
芸

(株
)

(有
)
伊
達
興
産

(株
)
テ
ィ
l
工
ス
交
易

町田経理専門学校他

(株
)
ト
キ
ナ
|

ハ
ラ
ダ
・
テ
ク
ニ
カ

(有
)

(有
)
ミ
ツ
ヤ
マ
ガ
ラ
ス

(株
)
ミ
ノ
ワ
ホ
l
ム

メ
ソ

ッ
ド
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

フ
ァ
!
イ
ー
ス
ト
日
本
支
庖

(有
)
メ
デ
ィ
ア

エ
ク
ス
パ
ー
ト

(有
)
ヤ
マ
ザ
キ

試験会場.

(有
)
雷
鳥
や

(有
)
ラ
イ
ツ

ル
ビ
ン

ギ
)7 

ト
レ

l
デ
イ
ン
ク

(有
)

(有
)
レ
ン
ジ
二
十

坂
本

順
子

石
井

芳
和

八
木
ま
ゆ
み

山
崎

妙
子

瓶

美
佳

亀
田

栄

滝
口

由
美

毛

華

麗

植
木

美
恵

原
田

芳
子

三
津
山
泰
江

中
傑
喜
代
子

佐
々
木
里
恵

嶋
津

愛
子

山
崎
ま
さ
子

弘
瀬
啓
二
郎

橋

敏
子

塚
田
美
弥
子

江
尻

征

@ 



第
時
回

実
務
簿
記
講
習
会

延 5
べ月
参 29
加日
数か
ら

147 7 
名月
31 
日

毎
週
金
曜
日

石
井
建
設

(有
)

(有
)
い
ち
の
や

(有
)
エ
ム
ケ
イ

笠
原
特
殊
印
刷

(株
)

協
和
電
化

(有
)

第
一
住
宅

(株
)

(株
)
ハ
ウ
ジ
ン
ク
広
井

(有
)
ミ
ツ
ヤ
マ
ガ
ラ
ス

石
井

洋

こ止J、，，、
ム

Q 

西
山
美
加
子

石
井

美
紀

黛

ク
ニ
子

森

さ
か
え

贋
井

加
世

三
津
山
泰
江

(有
)
ヤ

マ

ギ

シ

ス

ム

富

田

レ

イ

子

生
活
実
顕
地
生
産
物
多
摩
供
給
所

(有
)
山
口
設
計
事
務
所

ユ
タ
カ
電
気

(株
)

ユ
タ
カ
電
気

(株
)

ユ
タ
カ
電
気

(株
)

(有
)
レ
ン
ジ
二
十

(株
)
渡
辺
工
業
所

第
6
回

ワ
ー
プ
ロ
教
室
毎
週
木
曜
日

6
月
4
日
か
ら
7
月
9
日

延
べ
参
加
数

81 
名

山
口

呆
目
+
回

田
中林

公
人

斉
藤

貴
司

江
尻

征

渡
辺

竹
美

ア
イ
テ

ッ
ク

(株
)

内
田

美
幸

(有
)
伊
勢
芳
商
庖

五
十
嵐
幸
子

(株
)
カ
ツ
ナ
ガ

今
村

靖
子

カ
マ
ノ
樹
脂

(株
)

蒲
野

静
子

三
協
建
設

(株
)

後
藤

玲
子

弘

(株
)
鈴
木
瓦
庖

志
村

和
子

相
企
印
刷

(株
)

駒
沢

芳
子

(有
)
テ
ィ
ー
エ
ヌ
電
子

仁
平

(株
)
べ

に
ふ
じ

石
川

玲
子

(有
)
マ
ル
モ
卜
酒
庖

久
保
田
朋
子

ユ
タ
カ
電
気

(株
)

長
谷
川
理
恵

ユ
タ
カ
電
気

(株
)

)11 
口

裕
美

受
講
生
の
皆
さ
ん
か
ら

こ
ん
な
便
り
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

:.u. 
'口

。
初
め
て
ワ
ー
プ
ロ
に
触
れ
字
を
確
認
す
る
の

が
大
変
で
し
た
。
覚
え
る
の
が
大
変
そ
う
で
す
が
、

お
も
し
ろ
か

っ
た
で
す
。

。
基
本
的
な
こ
と
を
も

っ
と
勉
強
し
た
い
で
す
。

わ
か
り
や
す
い
説
明
で
し
た
。

(1
回
目
)

。
罫
線
の
引
き
方
も
い
ろ
い
ろ
な
方
法
が
あ

っ

て
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

(4
回
目
)

。
ハ
ガ
キ
が
簡
単
に
出
来
て
う
れ
し
か

っ
た
。

。
今
年
の
暑
中
見
舞
い
の
参
考
に
し
た
い
。

(5
回
目
)

@ 

第

1
回

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
パ
ソ
コ
ン
体
験
教
室

「
初
心
者
の
た
め
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
体
験
教
室
」

6
月
4
日
か
ら
7
月
9
日

延
べ
参
加
数

毎
週
木
曜
日

81 

名

誠

第

2
回

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
パ
ソ
コ
ン
体
験
教
室

参 9…

裂子て入デヨ
日門ン 1
33 ・掛?タフ。
名 10 e三ノレロ
日 カソ
メ7
7 1 



，
酒
匂
川
に

鮎
人
の
ら
し
き
一
人
を
見

鮎
光
り
ふ
た
り
乗
っ
て
る

(
株
)
ア
ロ

l
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ

矢
沢

ブ
ラ
ン
コ
の
児
ら
雲
の
峰
蹴
り
あ
げ
て

終
戦
日
水
団
の
昧
忘
れ
ら
れ

(
株
)
堤
ピ
ル
堤

民
権
の
鐘
に
ふ
く
ら
む
新
樹
光

夏
落
葉
加
来
へ
つ
づ
く
燈
の
風

敏
栄

(
株
)
三
輿

渋
谷

師の
はう
とぜ
ほ会
し勾
白1-;
南;落
風えち
わて
た萎
るれ
昼主
の伯

鐘2

(
株
)
日
経
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

か
ら
森
野
消
え
ゆ
く
秋
祭
り

め
て
息
吐
く
冷
夏
か
な

藤
夫

丸
山

忘一
れ気
らに(
れ放撃
たつ目
る茄2量
寵子を吾
ひ漬3
と隻
つ I"IFI

さ
ち
子

(
有
)
加
藤
電
機

旅
終
へ
て
夕
立
雲
を
連
れ
帰
る

長
梅
雨
や
伸
び
放
題
の
草
の
丈 翼

美
恵
子

武

時?路
鳥をせ
忘すま
れく
ら萩j;z.
れの伊
をし五
りづク
庭く zE
のが e
す頬
みに
落
ち

堀
内

判
子

(
有
)
理
容
ひ
か
る

夏
ゆ
ふ
べ
潮
騒
近
く
旅
の
宿

酔
客
も
一
夜
の
宿
の
戻
梅

院

ハ
ツ
エ

(
有
)
シ
マ
ノ

島
野

好
子

清

大
富
士
の
湖
水
に
映
す
夏
帽
子

裾
を
引
く
富
士
の
姿
や
夏
衣

は寝企
に姿空
かを東
みか京
てく土
輪し予
にた怪
人き E
る姑115
里青才
のす'
盆だ三
踊れ沢
り 靖

代

(
株
)
町
田
電
子
計
算
セ
ン
タ
ー
主
方
い
よ
子

噴
水
の
ぼ
そ
り
と
止
ま
り
閣
の
池

蝉
鳴
く
や
ぽ
つ
ぽ
つ
老
後
揺
れ
て
行
く

短
歌
の
部

飯
田

重
利

(
株
)
飯
田
機
械
産
業

磯
波
の
白
糸
の
ご
と
続
き
来
る

夏
日
本
海
の
千
里
が
浜
は

帯
な
し
て
赤
色
の
汐
続
き
ゐ
る

ヤ
セ
の
磯
部
を
崖
上
よ
り
見
る

(
株
)
鈴
加

鈴
木

サ
ダ

故
郷
の
稲
田
に
遊
び
し
幼
き
頃
を

な
つ
か
し
訪
え
ば
今
駐
車
場

空
蝉
な
ど
幼
な
の
頃
に
は
目
も
く
れ
じ

老
い
て
し
み
じ
み
手
の
ひ
ら
に
の
せ

@ 



簡
単
な
資
金
繰
り
衰
の
作
り
方

企
業
が
金
融
機
関
に
運
転
資
金
の
借
り
入
れ
を
申
し
込
む
と
、
資
金
繰
り
表
の
提
出
を
求
め

5
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
「
資
金
繰
り
表
は
作
っ
て
い
な
い
よ
。
会
社
の
資
金

繰
り
は
、
全
部
、
私
の
頭
の
な
か
に
入
っ
て
い
る
よ
。」
と
か
「
経
理
担
当
者
に
任
せ
て
い
る
か

う
、
あ
と
で
作

5
せ
て
持
っ
て
く
る
よ
。」
と
い
っ
た
こ
と
が
概
し
て
多
い
よ
う
で
す
。
こ
の

よ
う
な
こ
と
で
は
、
金
融
機
関
と
の
交
渉
は
ス
ム
ー
ズ
に
進
み
ま
せ
ん
。

資
金
借
り
入
れ
申
し
込
み
の
第
一
歩
と
な
る
資
金
繰
り
表
の
作
成
方
法
に
つ
い
て
解
説
し
ま

し
ょ
う
。

ー
静
資
金
繰
り
表
と
は

資
金
繰
り
表
と
は
、

一
定
期
間
に
お
け
る
現
金

収
支
の
動
き
を
収
入
と
支
出
に
分
け
て
計
上
し
、

現
金
の
過
不
足
や
繰
越
金
の
状
況
が
把
握
で
き
る

よ
う
に
ま
と
め
た
表
を
い
い
ま
す
。
資
金
繰
り
表

を
作
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
経
営
者
は
毎
月
の
現
金

の
収
支
を
把
握
し
、
事
前
に
資
金
繰
り
の
対
策
を

と
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
方
、
金
融
機
関
は
資
金
繰
り
表
を
申
し
受
け

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
企
業
の
運
転
資
金
が
ど
の
よ

う
に
不
足
し
、
い
く
ら
借
り
入
れ
が
必
要
に
な
る

の
か
、
ま
た
、
貸
し
出
し
た
資
金
が
き
ち
ん
と
返

済
さ
れ
る
の
か
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

2
静
資
金
繰
り
窓
構
成

一
般
的
に
、
資
金
繰
り
表
は
「
前
月
繰
越
金
」
、

「収
入
」
、
「
支
出
」
、
「
差
引
過
不
足
」
、

「財
務
収
支
」
、

「翌
月
繰
越
金
」
の
六
区
分
か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま

す
。
内
訳
の
作
り
方
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、

参
考
例
で
は
、
収
入
は

「
現
金
売
上
」
、
「
売
掛
金

回
収
」
、
「
取
立
手
形
入
金
」
、
「
そ
の
他
の
収
入
」

の
四
項
目
、
支
出
は
「
現
金
仕
入
」
、
「
支
子
決
済

(
支
払
手
形
決
済
)
」
、
「
買
掛
金
支
払
い
」
、
「
人
件

費
」
、
「
経
費
」
、
「
そ
の
他
の
支
払
い
」
の
六
項
目

に
分
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
手
形
の
収
支
欄
と
し

て

「手
形
受
領
」
、
「
支
手
振
出
(
支
払
手
形
の
振

り
出
し
)
」
、
「
裏
書
譲
渡
手
形
(
手
形
の
裏
書
譲
渡
)
」

ヱ》

収入合 計 (A)=現金売上+売出金回収+取立手形入金

+その他の収入

支 出合 計 (8)=現金仕入+支手決済+買掛金支払い

+人件費+経費+その他の支払い

差ヨ|過不足 (C)=前月繰越現金+収入合計一支出合計

財務収支合計 (0)=割引手形+借入金一借入金返済

翌月繰越現金 (E)=差引過不足十財務収支合計

@ 

翌月繰越手形 (F)=前月繰越手形(イ)十手形受領(口)

一取立手形入金(J¥)一裏書譲渡手形(二)一割引手形(ホ)

の
項
目
も
設
け
て
い
ま
す
。
各
項
目
の
計
算
式
は

右
の
と
お
り
で
す
。



資
金
繰
り
予
定
表
の
作
成

そ
れ
で
は
、
資
金
繰
り
の
予
定
を
実
際
に
立
て

て
み
ま
し
ょ
う
。
参
考
例
は
、
過
去
三
ヶ
月
の
資

金
繰
り
の
実
績
を
も
と
に
、
今
後
三
ヶ
月
の
資
金

繰
り
の
予
定
を
七
月
十
五
日
時
点
で
立
て
た
も
の

で
す
。
資
金
繰
り
表
作
成
の
ポ
イ
ン
ト
は
次
の
と

お
り
で
す
。

①

年
間
の
売
上
計
画
も
し
く
は
過
去
の
月
別
売
上

高
を
参
考
に
、
各
月
の
売
上
高
を
予
想
し
ま

す
。

②

①

の
予
想
と
現
在
の
棚
卸
残
高
の
水
準
等
を
も

と
に
、
各
月
の
仕
入
高
を
予
想
し
ま
す
。

③

①

の
回
収
条
件
を
予
想
し
、
各
月
の
現
金
・
売

掛
金

・
手
形
べ

l
ス
の
収
入
額
を
そ
れ
ぞ
れ

予
想
し
ま
す
。
そ
の
他
の
収
入
に
つ
い
て
は
、

受
取
利
息

・
配
当
金

・
資
産
処
分
等
、
営
業

外
の
収
入
額
を
予
想
し
ま
す
。

④

②

の
支
払
条
件
を
予
想
し
、
各
月
の
現
金
・

買

掛
金

・
手
形
べ

l
ス
の
支
出
額
を
そ
れ
ぞ
れ

予
想
し
ま
す
。
ま
た
、
人
件
費
と
経
費
は
過

去
の
実
績
を
参
考
に
各
月
の
支
出
額
を
予
想

し
、
そ
の
他
の
支
払
い
に
つ
い
て
は
、
法
人

税

・
配
当
金

・
投
資
等
、
営
業
外
の
支
出
額

を
予
想
し
ま
す
。

⑤

財
務
収
支
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
割
引
や
借
り

入
れ
の
予
定
額
な
ら
び
に
借
り
入
れ
の
返
済

予
定
額
を
予
想
し
ま
す
。

資
金
繰
り
予
定
表
で
資
金
不
足
の
状
況
が
長
期

化
す
る
場
合
に
は
、
試
算
表
や
資
金
運
用
表
等
を

用
い
、
現
在
の
損
益
状
況
や
資
金
の
調
達
と
運
用

の
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
検
討
し
、
営
業
収
支
の
改

善
や
回
収
お
よ
び
支
払
条
件
の
見
直
し
、
ま
た
資

産
処
分
に
よ
る
資
金
調
達
等
を
考
え
て
み
る
こ
と

も
大
切
で
す
。

(百万円)

I貢 目
10年/4月 10年/5月 10年/6月 10年/7月 10年/8月 10年/9月

予定 実績 予定 実績 予定 実績 予定 実績 予定 実績 予定 実績

①売上高 61 69 101 140 150 90 

②仕入局 81 79 101 90 70 40 

前月繰越現金 25 35 18 24 10 11 

手形(イ) 10 10 10 10 21 24 

③ 現金売上 6 7 10 14 15 9 

収
(手形受領)(ロ) 38 31 38 41 63 88 

売掛金回収 16 14 16 22 27 38 

入 取立手形入金(八) O O O O O O 

その他の収入 O O O O O O 

合計 (A) 22 21 26 36 42 47 

④ 現金仕入 O O O O O O 

(支手振出) 20 30 40 40 50 45 

支 支手決済 21 19 20 30 40 40 

〔うち設備〕 O O O O O O 

買掛金支払い 19 31 40 40 50 45 

人件費 3 3 15 3 3 3 

出
経 費 7 6 8 7 8 6 

その他の支払い O 10 15 O O O 

〔うち設備〕 O 01/ 10 O O O 

合計 (8) 50 69 98 80 101 94 

(裏書譲渡手形)(二) O O O O O O 

差引過不足(C) 3 ー13 54 20 ー49 -36 

⑤ 割引手形(ホ) 38 31 38 30 60 75 

~1 借入金 O O 40 O O O 
務収 借入金返済 O O O O O 20 
支
合計 (0) 38 31 78 30 60 55 

翌月繰越現金 (E) 35 18 24 10 11 19 

手形 (F) 10 10 10 21 24 37 

(参考例)資金繰実績予定表
(作成7月15日時点)

'98.9 n03-3257-3101 女この記事についての問い合わせ先 一一一一一一(社)東京法人会連合会

@ 



※2，000円

鑑 料無

4，000円

900円

料

。?サウナ付温泉大浴場 (24時間利用可) ~混水ブール

。ームコーナー ρ会議室 。コインランドリー
努 蒋?

で空き状況を確認の上、予約をしてください。

申込書をファ ックスします。

※年末年始につきましでは、 1泊までとします。

犠 申し込みが重複した場合は抽選とさせてし1ただきます。

後編
記集

世
界
の
同
時
株
安
、

景
気
低
迷
、

雇
用
不
安
と
会
員
の
皆
様
も
ご
苦
労

の
多
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。

日
も

R 

速
い
政
府
の
関
連
政
策
を
期
待
し
た

い
も
の
で
す
。
こ
の
夏
大
企
業
で
働

く
閃
才
の
友
人
が
リ
ス

ト
ラ

の
対

象
と
な
り
退
職
し
ま
し
た
。
戦
後
の

苦
し
い
時
代
を

一
生
懸
命
働
き
通
し

E 

た
仲
間
で
あ
り
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
に
し
て
も
最
近
の
人
々
は
家
庭
で
、

社
会
で
自
分
の
主
張
ば
か
り
が
多
く

工Q 

以
前
程
働
か
な
く
な
っ
た
の
も
国
力

の
衰
退
の
原
因
の

一
つ
で
も
あ
る
と

思
い
ま
す
。
社
会
に
求
め
る
だ
け
で

な
く
社
会
に
知
何
に
貢
献
で
き
る
か

今

一
度
考
え
る
時
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

さ
て
位

号
で
市
川
広
報
副
委
員

長
の
お
願
い
の
と
お
り
、
西
暦

2
0
0
0
年
に
は
法
人
会
創
立

印

周
年
、
社
団
化
却
周
年
の
記
念
す

べ
き
年
を
迎
え
ま
す
。
記
念
誌
へ
の

資
料
、
投
稿
を
重
ね
て
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

E 凶Q R E 

(
佐
藤
)

@ 

発行人・(社)町田法人会会長岩波弘介 編集人・(社)町田法人会 広報委員会

東京都町田市森野1丁目9番20号 第二矢沢ビル4階 TEL:0427(26)2453 FAX: 0427(24)5853 



確かな経営をパックアップ。

経営者のための大型保障。
O属高4億円を越える大型保障

O充実の医療保障で安心

。海外での事故・病気も保障

O団体割引により割安な保険料で、

最長90歳までの長期l保障

O捜索・救助活動も安心

法人会の経営者大型総合保障制度

|企業保障プラン〔総合型LJ
\~ .""，- . .，:A話1h

引受会社 間 IDD大同生命 ~iIruJ R I U 

八王子支社町田営業所/町田市中町1-1-6 町田支庖/町田市原町田6-17-11
(東京建物町田ビル8F)TEL 0427-22-5756 (1 Sビル1F)TEL 0427-24-1211 



しす

各施設は、一般就労の困難な障害者が、

作業を通して基本的な生活習慣や

社会性を身につけ、社会参加することに

喜びと生きがいを得られることを目的としています。


